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聖書は、丌思議としるしであふれている。病の人々

がいやされ、貧しい者に生きていく糧が不えられ、長

い間子どものなかった夫婦が祝福され、死んだもので

もよみがえったと記されている。 

そこにある祝福の種は何だろうか。ただ神様を信じ

る信仰によるのだ。 

しかもその信仰は、それぞれの心のうちに託されて

いる。例えば、すでに神様の力を体験し、さらにそれ

を望むなら、神様を感動させる信仰の行いが必要であ

るし、神様を求めて、はじめて教会に来られるなら、

その来られたことを信仰とみなしてくださる。本当に

神様は公平な方である。どのような場合であっても、

私たちには常に神様の奇跡を体験するチャンスがあ

るのだ。 

今年も私たちに用意されている祝福の扉が目の前

にある。私たちを健康にし、幸せにしたいと切に願わ

れる神様が、牧者の祈りを通して働いてくださる。「権

能のいやし聖会」に、ぜひ参加しよう。 

祝福の場に来るなら、そこから何かがはじまります。 
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●「権能のいやし聖会」のご案内 
 

日 時：1 月 21 日(水)、午後 7 時より 

会 場：飯田万民教会にて 

講 師：柳 承吉 牧師先生 

 

※「権能のいやし聖会」は、毎月最終水曜日

の午後 7 時から行っています。 
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愛する聖徒の皆さん、それでは、父なる神様が望ん

でおられるまことの善の心とは、どんなものでしょう

か。 

 

第一に、「真実」です。 

「真実」とは、「うそ偽りのないこと。本当のこと

。また、そのさま。」という意味です。本文[第一ヨハ

ネ 1：5 の後半節]に「神は光であって、神のうちには

暗いところが尐しもない。」とあります。父なる神様

が暗いところが尐しもない光であられるように、偽り

が尐しもないことが真実です。そして、このように真

実な人を、神様は善良だと言われます。 

真実な人は、自分の心からわずかな暗やみも簡単に

見つけられます。反対に、真実でない人は、自分自身

が暗やみに染まっているので、自分が正しく見られま

せん。それで、時には自分が光の中を歩んでいると、

錯覚する場合もあります。 

神様が望んでおられる真実とは、暗やみがない振り

をするのではなくて、暗やみが尐しもなくて、光その

ものになることです。また、善が心に完全に耕されて

いるので、いつ、どんな状況でも、良い言葉と行ない

が出て来るのです。 

[創世記 18 章]で、神様が 99 歳のアブラハムに現わ

れて、息子が生まれると言われました。  

この時、妻のサラは 89 歳で、この話を天幕の中で聞き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。そして、[創世記 18：12]に「それでサラは心

の中で笑ってこう言った。『老いぼれてしまったこの

私に、何の楽しみがあろう。それに主人も年寄りで。

』」とあります。 

サラは天幕の中で、心の中で笑ったし、彼女の言葉

を誰かが聞いたのでもありませんでした。ところが、

神様はすべてご存じでした。[創世記 18：13]に「そこ

で、主がアブラハムに仰せられた。『サラはなぜ「私

はほんとうに子を産めるだろうか。こんなに年をとっ

ているのに。」と言って笑うのか。』」とあります。 

これについて、サラは恐れたので、「私は笑いません

でした。」と、一瞬嘘をつきました。しかし、神様は

「いや、確かにあなたは笑った。」と言われました。

彼女が真実な人であったら、「神様のみことばが信じ

られなかったので、つい笑いました」と言ったでしょ

う。しかし、サラはそのように真実ではありませんで

した。 

真実な人は自分を見つけられるので、いくらでも発

展する可能性があります。しかし、真実ではない人は

自分の足りなさと過ちをおおうことに汲々としていて

実際、変えられる機会さえつかめないのです。サラの

ようにはっきり偽りを行なわくても、皆さんにははた

して真実ではない姿があるのではないか、顧みられま

すように。 

たとえば、ある方々は時々顔を赤くして、声を高め
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て目下の人たちに話をします。そうしながら「私もイ

エス様のように、正しいことのため怒っただけだ」と

言います。 

イエス様は聖殿を汚す商人たちを、非常に断固とし

て退けられました。彼らの売っている動物をむちで追

い出し、両替する台を倒されました。イエス様は暗や

みが尐しもありませんでしたが、神の宮を汚すことに

対しては、このように断固としておられたのです。 

ところが、この部分を自分の思いのまま引用する人

たちがいます。自分が顔を赤くして、声を高めて話を

するとき、暗やみに属する悪が出て来ました。ところ

が、「それは悪ではない」と言うなら、これは真実で

はないのです。 

神様がサラに言われたように、「それは正しいこと

のための怒りではない。あなたの言葉には悪が含まれ

ている」と言われるでしょう。神様がご覧になって言

われることが、真実なのです。 

人が真実であるほど、神様の視線で見ることができ

るし、神様の心で考えられます。真実な人は、たとえ

今は悪があったとしても、そのたびにすぐ悟れるので

脱ぎ捨てることもやさしいのです。 

ところが、悪がありながらも、「そうではない」と

思って、もっともらしい理由でおおうなら、いつ見つ

けて捨てられるでしょうか。 

 

「実」の分野でも、自分はどれほど真実なのかを顧

みられますように。数値の上で高いリバイバル率を達

成したのであれば、実際、結んだ実も真実でなければ

なりません。 

たとえば、以前、自分が失ってしまった魂を取り戻

して、「リバイバルした」と言ってはいけません。ま

た、リバイバルできなかった場合は、その理由が神様

の前に真実でなければなりません。 

もしかして、「今は聖殿も狭苦しくて、神様がリバ

イバルを止めたと言われたから、リバイバルできなか

ったのだ」とだけ思う方がいるでしょうか。 

これは、自分の使命に最善を尽くして果たした方だ

けが言える言葉です。そのような方は、すでにゆだね

られていた羊の群れは失わなかったでしょう。 

ダビデは羊を飼っていたとき、獅子や熊が来て、自

分の羊を取って行くと、命をかけて追いかけて行って

救って来た、と言いました。ヤコブは羊を飼うとき、

昼は暑さに、夜は寒さに悩まされて、眠ることもでき

ない有様だった、と言いました。まことにこのように

最善を尽くせば、決してゆだねられた魂を失うことは

ありません。 

ところが、自分がきちんと使命を果たすことができ

なくて、ゆだねられた羊の群れを失ったのに、リバイ

バルできなかった理由をほかのことのように言っては

いけません。また、神様がリバイバルを止めておられ

る、このような時間を私たちにお許しになった理由を

悟らなければなりません。 

それは、主のしもべはもちろん、すべての聖徒が霊

的な武装をするためです。今後、数え切れないほど送

ってくださる魂を、十分顧みられる力量を育てる時間

を下さったのです。どんな魂が来ても受け入れられて

十分善と愛でいのちの道に導ける力を育てなければな

りません。自分の義と枠で魂をつらくさせたり、傷つ

けたりしてはいけません。 

赤ちゃんには固い食べ物を食べさせると、かえって

害になります。赤ちゃんは赤ちゃんに合うように、食

べやすくて、消化しやすく作って食べさせなければな

りません。今は主のしもべたちと働き人、聖徒が、ま

さにこのような準備をしなければならない時期です。 

まずは信仰が成長して、霊の信仰である、信仰の四

段階以上にはならなければなりません。また、自分の

義と枠を完全に打ち砕いて、どんな魂であっても、聖

潔の福音をその魂に合うように食べさせられなければ

なりません。 

このように、霊肉ともに準備を誠実にして、父なる

神様から「真実である」と認められますように。 

 

愛する皆さん、父なる神様が望んでおられるまこと

の善の心は、第二に「犠牲」です。 

「犠牲」とは、「他人やある目的のために、自分の

財産、名誉、利益、命をささげたり捨てたりすること

」です。これは愛がなければできません。父なる神様

と主イエス様は、私たちのためにこのような犠牲を払

われました。罪人として永遠に死の刑罰を受けるべき

私たちすべてのために、愛する御子イエス様の命を渡

されるという、大いなる犠牲を払われたのです。 

このように大きな愛を受けた神の子どもなら、ほか
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の人のために自分が犠牲になれる、良い心にならなけ

ればなりません。 

主なるイエス様は、天の栄光をすべて捨てて、すべ

てを渡され、命まで渡されました。したがって、仕え

られようとしたり、名誉を得ようとしたり、自分の利

益を求めようとしたりしてはいけません。主のように

良い羊飼いとして、羊のためにすべてを渡せなければ

なりません。 

ひとりでも多くの魂が生かせるなら、自分は十分に

食べられず、はなはだしくは飢えてでも、喜んですべ

て渡せなければなりません。自分がよくやって祝福さ

れたとしても、それさえ自分のものと思わず、神の国

のために、魂のために、また、渡せなければなりませ

ん。 

自分が使って残った部分だけを魂に返すことは、ま

ことの犠牲だと言えません。自分は使うものがなくな

っても、すべてを魂に返せる心、これがまことの犠牲

です。 

このような物質だけでなくて、名誉も、魂のために

捨てられなければなりません。イエス様は神様の御姿

ですが、徹底的に低くなられました。人類のあらゆる

罪を負う罪人の座まで低くなり、結局、むごたらしく

殺されました。ですから魂のために代わりに低くなる 

ことも、ひざまずくこともできなければなりません。 

私も牧者として、主の心と行ないに似せられたいと

思っています。それで、聖徒が罪を犯して、死の道へ

向かっているのを見ると、さばいたり罪に定めたりす

ることができません。「どうすればその魂が生かせる

だろうか」をまず考えるようになります。 

それで、父なる神様の前に、私自身を極めて低くし

て、涙で切に悔い改めの祈りをします。牧者として魂

をもっと良く顧みられなかったことを悔い改めて、ま

た、罪を犯した魂の罪を代わりに悔い改めて、神様の

憐れみと慈しみを求めるのです。ひとりの魂が生かせ

るなら、父なる神様の前にひざまずくことが何が難し

いでしょうか。 

たとえば、皆さんのゆだねられた分野で、ある聖徒

が神様の栄光をさえぎる良くないことをしたとしまし

ょう。そのような時、皆さんは、どれほど責任を感じ

て、どれほど自分を犠牲にしたでしょうか。「私は真

理を教えたし、神様のみこころを、はっきり教えまし

た。それなのに、その人が聞かないで従わなかったの

で、そうなったのですから、私はどうしたらいいんで

しょう。」もしかしてこのように思わなかったでしょ

うか。 

心が良ければ、このようにだけ思って、責任を回避

しようとしません。犠牲の心、良い心を持っている人

は、かしらとして責任を深く感じるし、そのことによ

って責められても、あえて受けるのです。 

また、罪を犯した魂を生かすためであれば、自分を

喜んで低くしてひざまずくこともできるし、悔い改め

ることもできます。「私が真理で導けなかったからで

す。私がもっと祈れなかったからです。もっと良く教

えられなかったからです。間違っていました。その魂

をお赦しください」このように代わりに、切に父なる

神様にすがれるのです。 

神様はこのように自分を犠牲にする主のしもべを、

まことに善だと思われることを悟られますように。 

 

愛する皆さん、父なる神様が望んでおられるまこと

の善の心は、第三に「聞き従うこと」です。 

父なる神様の前に、主の前に、牧者の前に、ただ「

はい」と「アーメン」だけが言えれば、まことに善の

心を耕すことができます。「これはこうだからできな

いし、あれはああだからできません」と言って、自分

を正当化する理由を挙げてはいけません。また、聞き

従わなかった後、弁明と言い訳をしながら、「そうす

るしかなかった」と言ってもいけません。すべての状

況の中で、ただ「はい」と「アーメン」で聞き従える

心は、まことに善の心であることを覚えられますよう

に。 

たとえば、神様がアブラハムに「ひとり子イサクを

全焼のいけにえとしてささげなさい」と命じられたと

き、彼はそのとおりに聞き従いました。アブラハムが

この時、聞き従いたくなかったのであれば、いくらで

も正当な理由を挙げることもできました。「イサクは

神様が約束の種として下さったのに、どうして全焼の

いけにえとしてささげなさい、と言われるのですか」

と言うのです。 

ところが、アブラハムは心がまことに良かったので

どんな疑問も抱かず、ただ聞き従いました。だからと

いって、約束の種であるイサクをあきらめたのでもあ
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りませんでした。イサクによる神様の約束を変わらず

に信じたし、完全に聞き従おうとしました。 

これは、人の思いと思弁では全く理解できない状況

です。ところが、アブラハムはまことに善の心で、神

様の約束も信じて聞き従おうとしたので、新しい次元

の信仰が与えられました。まさに復活の信仰が与えら

れたのです。 

[ヘブル 11：19]に「彼は(すなわち、アブラハムは)

神には人を死者の中からよみがえらせることもできる

と考えました。それで彼は、死者の中からイサクを取

り戻したのです。これは型です。」とあります。 

アブラハムは、イエス様の死と復活を見たり聞いた

りしたのでもありません。ところが、善の心で聞き従

おうとしたら、全き復活の信仰も与えられたのです。 

父なる神様の前にただ聞き従う人を、神様は善だと

ご覧になります。聞き従うことは、神様が命じられる

すべてのことが善だと認める行ないだからです。自分

の思いと思弁には合わなくても、ただ「はい」と「ア

ーメン」で聞き従えば、その結果は神様が責任を負わ

れます。 

私は今までこのように神様を信じたので、どんなこ

とを命じられてもただ聞き従いました。たった一度も

聞き従わないために自分を正当化する理由を挙げたこ

とはありません。父なる神様は、このように信じて聞

き従うまことの善に感動され、いつもすべてのことを

働かせて益としてくださいました。主のしもべであれ

ば、当然このようにしなければなりません。 

聖徒の皆さんも、神様の善なるみこころを信じて、

聞き従うことを楽しむなら、必ず祝福と答えを受ける

でしょう。父なる神様が望んでおられるみこころであ

れば、どんな疑問もいだかず、素直に聞き従える心、

まさにこのような心が、まことに善なる心なのです。 

 

愛する皆さん、この時間は父なる神様が望んでおら

れるまことの善の心とは何かを語りました。第一は真

実であり、第二は犠牲でありそして、第三は聞き従う

ことだと言いました。 

皆さんの心が真実で、いつも犠牲になって、「はい

」と「アーメン」でただ聞き従うなら、力が受けられ

ないはずがありません。そのまことの善に感動された

父なる神様は、力だけでなくて、神の力も与えられる

し、多くの愛を現わしてくださるでしょう。同じ主の

しもべの道を歩むのであれば、このような父なる神様

の愛と祝福の中で、その道を行くべきではないでしょ

うか。 

皆さんの献身と労苦が、父なる神様の前に完全な報

いとして積まれますように。それで、天国の新しいエ

ルサレムに入って、この地上のことを思い出しながら

感謝と栄光を父なる神様にささげられますよう、主の

御名で祝福して祈ります。  

 

 

 

 
「天の通信網」 

  

  今日、科学技術が発達して、地球の反対側にいる人

ともインターネットや電話などを利用して映像で話

ができます。いくら遠く離れていても、話をすれば自

分の心が表現できるし、相手の心もわかります。 

私たちが全知全能の神様に自分の心が告白できる

通路があるとすれば、それは祈りです。祈りを通して

人生の問題と心の願いをお話しすれば、最も栄えて良

い道に導かれます。これは何とも比べられない、神様

を信じる者に不えられた特権です。 

「しかし、確かに、神は聞き入れ、私の祈りの声を

心に留められた。」(詩篇 66 ：19)  

 

文・イ・ジェロク牧師 

韓国経済新聞に連載中のコラム「いのちの水」より  
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「地域に根ざす、愛の奉仕」 

飯田万民教会では、1997 年に「神様の不変の愛を実

践する」ことをテーマに、飯田万民教会ボランティア

会を発足し、12年に渡り活動してきました。 

飯田市社会福祉協議会にボランティ団体として登録

し、「どのようなボランティアを希望しますか」とい

う問いに対して、「ほんとうに必要とされている働き

をさせてください」と願い、一番はじめに紹介を受け

たのが、特別養護老人ホームのシーツ交換というご奉

仕でした。特別養護老人ホームに入居されている方は

多くがベットの上で一日を過ごしておられました。そ

の方々にとって、シーツを常にきれいにしてもらうこ

とは、私たちが部屋の掃除をして快適に生活すること

のように大切なことであると感じました。 

しかし、100 名の入居者のシーツ交換は、そこで働

く皆さんにとって、多くの時間と労力がさかれること

のようでした。 

 

毎週水曜日、飯田万民教会の聖徒たちは、それぞれが

区域グループの集まりのために、出かけて行きます。 

「区域グループ」とは、聖徒たちが地域や地区によっ

て分かれ、親しく交わりながら楽しい信仰生活をおくる

ことができるように、助けあい、祈りあう集まりです。 

小さな教会ともいえるこの働きのために、飯田万民教

会へ集う人々は、確実に多くなっています。それは、区

域グループ交わり会に参加して、教会の聖徒たちが、愛

を込めて接する姿に触れて、その素晴らしさに感動して 

 

 

そのときから、1 か月 1～2 回のシーツ交換のご奉仕

がはじまりました。神様が私たちにくださった変わら

ない愛を、今度は私たちが実践するのです。12 年の間

寒い日も暑い日も、汗をかきながら、ただ心を込めて

捧げてきました。はじめは、わずか 3.4 名で行ってい

た奉仕も、「私も奉仕させてください」「私にもでき

るでしょうか。」とおっしゃる方が増え、今は倍以上

になりました。さあ、今年も飯田万民教会ボランティ

会の活動がはじまります。 

「あなたの隣人をあなた自身のように愛しなさい。」 

(聖書) 

 

 

 

 

 

 

 

続いて区域に参加するようになり、ついには主日礼拝に

つながるからです。 

 つまり、皆さんの信仰生活が証しとなり、それが多く

の魂の救いへとつながっているのです。さあ、皆さん。

区域グループ交わり会にどんどん参加しましょう。そし

て、互いにたくさん証しをしましょう。皆さんの証しに

恵まれた方が、次に教会の扉を開くかもしれません。 

 

 

飯田万民教会ボランティア会    
֓қ  

♅ ! 

区域グループ交わり会 
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聖徒聖書アカデミーは、本教会と同じ流れで、聖潔福

音を学んでいくことのできる素晴らしい聖書学校です。

私たちは、神様からチャンスをいただいています。その

一つが、世界で求められている聖潔福音について、身近

で学ぶことのできる場所が用意されているということ

です。聖徒聖書アカデミーが開講していない国々では、

この講義を受けたいために、本教会に要請して、待って

いるというほどに貴重な講義です。 

現在、飯田万民教会では、新聖徒クラス・十字架の道

クラス・聖徒中級クラスの３つが開講しています。今回、

それぞれのクラスに参加している皆さんにお話を伺い

ながら、恵みを求める皆さんが、来期には、ぜひ参加さ

れますように期待いたします。 

 

❤新聖徒クラス 
・新聖徒クラスでは、信仰の基礎を学びます。新しく教

会に来られた方や、これから教会に来たいと思っている

方、また、信仰生活について質問しながら基本的なこと

を勉強したいという方のためのクラスです。 

・教会や神様のことはほとんどわからなかったけれど、

アカデミーで神様に一歩近づいた気がした。 

・主日のメッセージだけではわからないところも、わか

るようになりました。また、教会がこんなふうに 

活動しているのかということもわかりました。 

・アカデミーにきて自分の心が尐し変わったようです。

いつもするお祈りも違ってきた感じです。 

・神様のことが前より近く感じられます。友だちにも教

会のことを話しやすくなりました。 

 

❤十字架の道クラス 

・イエス様が歩まれた道、それが十字架の道であり、

そこには私たちの知らなかった神様のご計画がたくさ

ん秘められています。私たちの救いの摂理を知り、も

っと深く天国に期待して信仰生活を送るための手助け

となるでしょう。 

・メッセージだけではわからなかった神様の望んでい

ることがわかるようになりました。 

・メッセージをもっと細かく勉強でき、聖書を読むと

きにも意味を感じながら読めるので、聖書の理解が深ま

ります。 

・この世を創造された素晴らしい神様を頼りに聖霊の注

がれることを期待し、一つ一つのみことばを学び覚え、

正しく歩み、人に伝えていける人となれますよう、お導

きください。 

 

❤聖徒中級クラス 

・新エルサレムを目指す私たちは、神様の御心を悟り、

変えられていかなくてはなりません。堂会長先生が導い

てくださった大切なみことばを一つ一つ学びながら、神

の国と教会の働き人となりましょう。 

・聖書の本髄の意味を知った。最初のころより、信仰の

力となった。 

・学びによってメッセージを聞いても理解できるように

なりました。血が何か、水が何かなど意味が理解できる

し、メッセージも楽しくなりました。 

・真理を知ることの喜びを知りました。また、皆さんの

証しを聞きながら、それが力となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖徒聖書アカデミー 

日本覚醒運動祈祷会 
研修会 

1 月 19 日(月)～20 日(火) 
イエス・キリスト鉾田万民教会にて 

 
日本の信仰復興のためにお祈りください。 
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＜礼拝案内＞ 
礼拝、祈祷会、区域交わり会など、どなたでもご自由に参加することが出来ます。 

    

    

10:00 11:25 11:30 13:15 12:30 14:00 12:30 14:00 

    

    

15:00 17:00 13:30 15:00 20:30 22:00 6:00 7:00 

      

  20:30 22:00       21:00 22:30 

    20:00 21:30         23:00 2:00 

   
宗教法人 イエス・キリスト日本聖潔教団 飯田万民教会 

395 - 0807  飯田市鼎切石 3883 - 4   #3883 - 4,KIRIISHI,KANAE,IIDA,NAGANO  

電 話 0265 - 56 - 8286   FAX 0265 - 56 - 8287  
http:// iidamanmin.to.cx      E- mail  japanryu @msn.com  
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★ ר  

・長い間、アレルギー性鼻炎で

苦しい状態でした。聖会でお祈

りを受けるうちに、 

自然に症状が軽く 

なりました。 

教会に来るのが 

楽しいです。 

★ ᶿ ᵎ  

・病気とは無縁と思っていた私

ですが、気分が悪くなるほど血

圧が上がりました。祈りを受け

ると翌朝、驚くほど 

血圧が下がり、気分 

もよくなりました。 

★ ᾱ 
・公営の住宅に転居するために

願ってきました。半年、1 年と

時が過ぎる中、先月のいやし聖

会で祈りを受けました。すると

1 週間後に、すぐ答えを頂き、

転居できることになりました。 

http://www.manmin.or.kr/KOREAN/06_SERVICE/Calendar/Calendar.asp?ye=2006&mo=3

